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「PCバン」が大流行しているため、こうし

たサービスへの需要が高くなっている。

このWebOSは、8月からは日本でもニュ

ーズネット社により試験サービスが開始さ

れる予定となっている。日本の場合にはパ

ソコンの普及率が高いため、自宅と会社の

双方で利用するような状況を想定している

ということだ。

インターネットが自由なネットワークだと言われる理由の1つは、新しいアプリ
ケーションを誰もが開発できる点だ。1993年に開発されたウェブブラウザー
「Mosaic」がインターネットを普及させたように、1つのアプリケーションが世
界を変えることもある。今回はウェブブラウザー上にデスクトップ環境を実現す
る「WebOS」を紹介しよう。

2000年3月 韓国ラストワン社が、WebOS技

術を利用したサービス「@ffice」を開

始。

2000年9月 韓国マイクロソフトとASPライセ

ンスを締結。WebOSでワードやエク

セルの利用が可能になる。

2001年6月 日本のニューズネット社がラスト

ワン社と提携、日本でのWebOSサー

ビスを開始すると発表。

CATVインターネットやADSLなど、ブ

ロードバンドの急速な普及にともなって、

こうした高速環境を活かしたアプリケーシ

ョンも登場してきている。これまで、ブロ

ードバンド向けのアプリケーションと言え

ば、音声や動画のストリーミング放送がほ

とんどだったが、最近増えてきているのが、

サーバー側のディスクスペースを仮想のハ

ードディスクとして利用する、ディスクス

ペースのレンタルサービスだ。ネットワー

ク上にディスクスペースがあれば、たとえ

ば家と会社で同じファイルを共有できると

いったメリットが生まれる。

さらにこの考え方を進めていけば、アプ

リケーションそのものをサーバー側で動作

させる方向へと進んでいくことになる。た

ブラウザーから利用できるネットワークコンピュータ

ブロードバンドが生んだ

新ネットワークコンピュータ

WebOS略歴

第9回

2 1 世 紀 の M o s a i c を 探 せ！

とえば表計算のデータだけがネットワーク

上にあっても、これを操作できるアプリケ

ーションがパソコンにインストールされて

いなければ使えないからだ。たとえばメー

ルのような簡単なアプリケーションでは、

すでにブラウザーからメールを読み書きす

るウェブメールサービスなどがある。これ

がワープロや表計算なども使えるようにな

れば、たとえば出先のインターネットカフ

ェでも仕事ができるようになるだろう。

韓国のラストワン社が開発した「WebOS」

は、こうしたウェブアプリケーションをさ

らに進化させ、パソコンそのものをブラウ

ザーから使えるようにするサービスだ。ブ

ラウザーからWebOSのURLにアクセスす

ると、ブラウザー内にパソコンのデスクト

ップとほとんど同じ環境が再現される。ハ

ードディスクのアイコンをクリックすれば

ファイルが見え、ワープロや表計算などの

アプリケーションも動作する。韓国内では

www.webos.ne.jp
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INTERNET magazine 2001/10 305ActiveXコントロール：インターネットエクスプローラで動画や音声を再生できるウェブページを見たり、対話的な操作を実行したりするために動くプログラム。

WebOSの仕組みは、ウィンドウズのアプ

リケーションをサーバー側で動作させる「ウィ

ンドウズターミナル」を応用したものになって

いる。ウィンドウズターミナルは本来は低スペ

ックのパソコンに専用のクライアントをインス

トールして、ウィンドウズNTや2000のサー

バーにLAN経由でログオンする形のサービス

だ。WebOSはこれにウェブサーバー（IIS）

とActiveXコントロールを組み合わせること

で、インターネットを経由してウェブブラウザ

ーからウィンドウズのデスクトップが使えるよ

うにしている。

WebOSのサーバーはウィンドウズ2000を

使っているため、ウィンドウズで動作するアプ

リケーションがほとんど使えるというメリット

がある。実際に、WebOSではマイクロソフ

トとのライセンス契約により、ワードやエクセ

ルといったウィンドウズ用のアプリケーション

がそのまま使えるようになっている。

ウィンドウズ2000の環境を

ウェブブラウザーで再現

WebOSは、ウェブブラウザーさえあればど

こでも使える、ネットワーク上のパソコンとい

う新しい概念のサービスだ。しかも、ウィン

ドウズ上で動くアプリケーションがそのままブ

ラウザーから使えるようになるため、その応用

範囲はかなり広い。

表計算やワープロといったアプリケーション

も、本当にブラウザーから使えると便利かど

うかは疑問に思う人も多いだろう。こうした

サービスはまだほとんど例がないため、どうい

ったアプリケーションがWebOSで使えると便

利なのかはわからないのが現状だ。たとえば、

時間のかかる画像処理や、たまにしか使わな

いソフトウェアなどは、WebOS上で動作さ

せるのに向いているかもしれないが、ユーザー

が本当に便利だと思えるアプリケーションは

まだ不明だ。今回、日本で試験サービスとし

て開始するのも、そういったニーズを調査す

るのが主目的となっている。

しかし、ウェブアプリケーションが進化して

いけば、究極的にはWebOSのようなサービ

ス形態になるのは間違いない。まずは、まも

なく開始される試験サービスに申し込んでみ

て、どのようなアプリケーションが便利かを考

えてみるのも、おもしろいのではないだろうか。

新しい可能性を秘めた

アプリケーションサービス

対応OS：ウィンドウズ

95/98/NT/2000

対応ブラウザー：インターネットエクスプロー

ラ5.0以上

推奨環境：Pentium 133MHz以上、メモリー

64Mバイト以上

www.webos.ne.jp

DATA

WebOSを使ってみよう

日本語版WebOSのサービス使用例。ウェブブラウザー上で、
ワードやエクセルといったアプリケーションがそのまま利用で
きる。日本では試験サービスとして、一般からのモニター募集
がまもなく開始される予定となっている。

WebOSの仕組み 

ActiveX 
コントロール 

ウィンドウズ 
ターミナル 
サービス 

ウェブブラウザー 
ウェブサーバー 

ウィンドウズ2000 
サーバー 

ウィンドウズターミナルとActiveXの組み合わ
せのため、ウィンドウズ2000で動作するアプ
リケーションならばほとんどそのままで利用で
きる。 
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